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e-PBL 
～ educational-problem based 

learning～ 
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第１章 プロジェクトの概要など 
１．プロジェクトの名称、目的など 
（１） 名称 

e-PBL 
~educational- 
problem based learning~ 

（２） 目的 
 PBL（課題解決型学習）を全面的に

取り入れている米国の公立学校につ

いてのドキュメンタリー映画を鑑賞

することで、現代の教育の在り方や問

題点について考察し、理想の教育とは

何かについて具体的に討論する。 
 客観的な意見を出すだけにとどま

らず、主体的に理想の教育の実現のた

めに、今できること、将来していきた

いことを構想し、実際の行動につなげ

る。 
 

２．代表者および構成員 
・代表者 

秋田真利亜 教育学専攻 1 回生 
・構成員 

富永彩華 教育学専攻 1 回生 
米澤萌笑 発達障害領域専攻 1 回生 
岡田蔭しいな 国語領域専攻 1 回生 

  伊藤鉄人 理科領域専攻 1 回生 
３．助言教員 

神代健彦先生（教育学科） 
 
４．経費支出 

（ワークショップ用物品） 
  ・ペン－264 円 
 ・模造紙－84 円 
 ・印刷費－1130 円 
 （広報） 
 ・印刷費－200 円 

第２章 内容や実施経過など 
１. 構成員の映画鑑賞（8，9 月） 

 感染対策のため二人組で実施。感想の

交換や、個人の課題設定も行った。 
２. 研究活動（10 月） 

 個々で設定した課題について、資料を

用いて探求をする。 
３. アンケート調査（11 月） 

 現状の学校現場での PBL の実際につ

いて調査するため、京都教育大学院に通

う現職の先生方に google form でアンケ

ート調査を行った。 
４. 映画上映会（11 月） 
（１） 上映会のスケジュール 

 日時、場所 
2022 年 11 月 22 日（火） 
16：30-18：30 
A1 講義室 

 タイムテーブル 
16：30 現状の教育現場－『21 世
紀の教育』に基づいて＆ワーク 
16：50 映画『Most Likely to 
Succeed』上映 
17：15 ワークショップ 

  ・PBL の詳細説明 
  ・PBL の是非討論 

17：50 現状の学校体制の問題提示 
・働き方改革 
・教科書 
・教育格差 
・実社会 

18：25 まとめ 
18：30 終了 

（２） 上映作品 



『Most Likely to Succeed』 
 アメリカでの教育活動が世界の技

術革新によってどのように変遷して

きたかをまとめたドキュメンタリー

映画。特にカリフォルニア州サンディ

エゴにある High Tech High という革

新的な教育を行う公立学校での、生徒

や保護者、教員の様子がクローズアッ

プして描かれている。 
（３） 実施要領 

 説明のための資料を配布し、power 
point なども利用しながら、課題につ

いての理解を深めた。 
また、参加者には下部添付のワーク

シートを埋めながら、理想の教育につ

いて考えてもらい、映画鑑賞とワーク

ショップの前後でいかに変化したか

を記録として残した。 

 
（４） 広報活動 

スマホアプリLINE上の１回生の領

域別グループでの宣伝や、校舎内のポ

スター掲示、助言教員の授業時間内で

の宣伝を行った。 

 
第３章 結果や成果など 
１. 構成員の成果 

 PBL について（秋田） 
 教員の働き方改革（富永） 
 実社会と教育（米澤） 
 学力格差（岡田陰） 
 教科書（伊藤） 

映画鑑賞を踏まえ、個人が感じた教育問

題上記 5 つについてそれぞれまとめ、理

解を深めた。上映会当日もこの資料を参

加者に配布した。これは付録 2 として報

告書の最後に添付する。 
２. アンケート調査の成果 

 現職の先生方に回答していただけた

ことで実際の教育現場では教師の裁量

で PBL を実践できることや、PBL のメ

リットデメリット、導入の難しさについ

て知ることができた。詳細は付録 1 とし

て報告書の最後に記載する。 
３. 映画上映会の結果、成果 

 結果 
 当日は教育学専攻 1 回生 2 人、社会

領域専攻 4回生 1人の合計 3人に参加

していただいた。 
 成果 

  映画という視覚的に情報をと

らえやすい媒体を使うことで、参

加者の PBL についての具体的理



解が深まった。 
  ワークショップの中で、PBL の

是非について討論し、模造紙にま

とめた。 
メリットとしては、社会で実際

に使うスキルを身に着けられる、

生徒にとって楽しい学習になる、

成長を感じやすい、などが上がっ

た。 
デメリットとしては、導入が難

しい、責任の所在があいまい、現

代社会の試験などの体制の合わ

ないなどがあげられた。 
これらを踏まえて、建設的に

PBL について議論したところ、担

任の裁量に任せるのではなく、学

校単位、国単位での変革をおこす

必要がある、あえて PBL と言わ

ずに少しずつ導入していく、教育

大学での実践によって、教育現場

への是非を主体的に検討する、対

象を絞って選択的な活用を試み

る、などの意見が出た。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 映画鑑賞、ワークショップを通し

て、「児童生徒の主体性を重視す

ること、人間関係の作り方などの

ソーシャルスキルを養うことが

重要で、そのために PBL は有効

である。」「PBL を導入するのには

体制的な問題が大きいため、少し

ずつ変化させて、最善策を模索し

ながら教育に携わりたい。」など

の意見が出た。 
 

第４章 まとめと反省、今後の展望など 
１．まとめ 
  現代の教育の課題について意見交換を

し、全員の中に理想の教育の形を描くこと

ができた。 
２．反省 
  広報活動に失敗し、人数が集まらなか

ったことが一番の反省点だった。直接ビラ

を配ったり、一斉送信のメールをお願いし

たり、などほかの方法も試すべきだった。

また、『Most Likely to Succeed』は全国で

上映会が開かれるほど注目の映画であり、

学内だけでなく外部の方にも来ていただ

けるようにしたい。 
３. 今後の活動について 



 現在のところ、この活動のまとめとし

て 2/22 開催の「日本教育学会 オンライ

ンワークショップイベント 2022」に参

加する予定。構成員、そして参加してく

ださった皆さん全員でより良い教育を

目指して、最大限努力をしたい。また、

今回の反省を生かして来年度以降の上

映会開催も前向きに検討していきたい。 
 
〈参考文献〉 
Rocofilms ホームページ「MOST LIKELY 
 To SUCCEED」

https://rocofilms.com/films/most-likely-to-
succeed/（最終閲覧 2022/12/19） 
 
 
 
 
付録 1 現職の先生方へのアンケート結果（9
人回答） 
 PBL を取り入れているか 

取り入れている－6 人 
取り入れていない－3 人 

（取り入れていると回答した 6 人に） 
 どの教科で取り入れているか 

・ほぼすべて－1 人 
・算数－1 人 
・社会－1 人 
・総合的学習－3 人 

 具体的にどのように導入している

か 
・未知未習から既知既習に繋ぐ時に 
・iPS 研究所と連携し、「誰もが安心

して iPS 細胞を用いた治療を受け

られるようになるには、どのような

ことが必要でしょう」という課題に

取り組む。（京都府 未来の担い手

育成プログラム） 
・大きなテーマを子どもたちに与え

て、その中から子どもたちが自らの

興味にあったものを見つけて、その

現状を調べそこから課題を発見し、

どのようか解決方法が提案できる

のか考え、プレゼンする。 
・グループワーク 
・問いを提示し、資料との関連性や

根拠と共に説明するためにグルー

プで練り上げる。 
・教科横断的な問いの連続性を大切

にしている。 
 PBL のメリット 

・児童が必然性を感じ、対話(友達、

先生、教材、自分それぞれへの対話)
をしながら、学習に臨めるところ。 
授業づくりが学級づくりに繋がる

こと。 
・教科の授業でも、課題解決型学習

を意識する教員が増えた？まだ検

証まではできていない。 
・自分の興味関心を活かすことがで

きる一方、新たな視点も獲得できる 
・子供が主体的に取り組む 
・主体的 学び合い 個別最適 学

習意欲 表現力 練り上げ 必然性 
・地域教材や地域人材の活用が活発

になること。 
 デメリット 

・担任が学習の系統生、児童の語り

や学びをコーディネートするとい

う立ち位置を意識しなければ難し

い。 
・課題解決型学習や、探究の視点が

ない教員に対するガイダンスの難

しさや意識を変えることへの難し

さがあり、組織的に取り組む動きを

作るというスタートの段階で労力

がかなりかかること。 
・自分事としてとらえることができ

にくい場合、子どももいる。 
・グループの組み方に気を遣う 



・課題の難易度の設定の調整 
グループごとの学びの深さのばら

つき 
・依頼や日程調整などの負担が増え

ること。 
  （取り入れていないと回答した 3 人に） 

 PBL への賛否 
賛成－3 人 

 導入しない理由は 
・まだまだ PBL についての理解が

乏しく、実践に取り入れる余裕がな

いから。ただ、総合的な時間の授業

において、考え方は近いものをして

いるとは思います。 
・PBLという言葉自体が現場に浸透

していないから。（自分自身も含め） 
・きちんと指導しきれる教員がいな

い。あえてPBL と言わずとも、そも

そもこれからの教育に求められてい

る考えであるから。 
 

付録 2 発表会当日の配布資料 
 次ページからの資料は実際に当日配布した

資料で、それぞれの探究活動の成果である。

ぜひ目を通してほしい。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



タイムテーϔル 

16：30 開始 

現状の教育現場－ʲ21世紀の教育ʳに基Ͱいͱ 

ワーク 

 

16：50 映画ʰMost Likely to Succeedʱ上映 

 

17：15 ワークショッϕ 

    ・PBLの詳細説明 

    ・PBLの是非討論 

 

17：50 他の学習方法の紹介、現状の学校体制の問題提示 

・働き方改革 

・教科書 

・教育格差 

・実社会 

    

18：25 まとめ 

 

18：30 終了 

 

 

 

付録2　上映会当日の配布資料



教育͹ワーϩχクϧη 21世紀͹学校εηテムi 

第 6章 今何をすΖ͖ 

1. 不確実͵世界͹ͪΌ͹教育  

多様性͗重視さΗΖ社会←実際ͺ？ 

持続可能性͗求ΌΔΗΖ 

社会的及び市民参加͹改善ͳ信頼⇔教育͹質 

  ͵ʹ͵ʹ、、、社会ͺ複雑化 

 

公平性、機会͹均等ͫ͜Ͳ十分͵͹͖？ 

 

教育機会Ͷ͕͜Ζ公平性͹目標を、全員Ͷ雇用͹ͪΌ͹読み書͘計算能力を提供
すΖ͞ͳ͖Δ、明日͹世界͹成功Ͷ貢献Ͳ͘ΖΓうͶ、認知的、社会情動的ηΫϩ
ͳ価値観を持ͯす΄ͱ͹市民Ͷ力を与えΖ͞ͳ΃ͳ広ͪ͝い 

 

2. 差別化要因ͳしͱ͹教育 

ηΫϩを身Ͷ着͜Ζ͞ͳͲ世界を生͘抜く 

 

3. 加速すΖ時代Ͳ知識、ηΫϩ、人間性を育ͱΖ 

⚫ ΢όϗーテΡϔ͵人ͺ専門知識を有すΖ＋ʰ学び方を学ぶʱηΫϩ 

教育͹目標ͺ知識を再現すΖ͞ͳͲͺ͵く、既知͹事実͖Δ類推し、そ͹知識を৿しい
状況Ͳ創造的Ͷ適用すΖ͞ͳ＝生͘Ζ力ʤ学習指導要領 文科省ʥ 

将来͹仕事－人工知能ͳ人間͹社会情動的ηΫϩ、態度、価値観を結びͯ͜Ζ 

人間͹責任Ͳ΍あΖ 

 

知識͹急速͵発展͗起͘Ζ場合 

有効期限͗限ΔΗͪ内容を習得すΖ＜構造的、概念的͵基礎を理解すΖ 

 

PISA͹結果͖Δ 

台湾 

科学者͹ΓうͶ考えΖ＜知識͹再現 

εンΪポーϩ 

知識＜科学者͹ΓうͶ考えΖ 

オーηφϨΠ 

科学的͵概念＜事実͹知識 



ϓϧンη 

概念重視 

΢ηϧΦϩ 

 ύϔϩータʤϘΠʥ教育 

互い͹主張を議論 

推論、論理的思考、他者͹観点͹理解͹力 

 

教科横断的教育 

高専 ϕϫζΥクφ学習 1960年代͖Δ 

 

ϓΡンϧンχ 

ϕϫζΥクφ型、教科横断型 中心 

 

常Ͷ学び͵͕す力、学び続͜Ζ力 

 

⚫ 協同問題解決能力、共同ΦーζΥンεーʤ自Δ考え、主体的Ͷ行動しͱ、責任を΍
ͮͱ社会Ͷ参画し、社会を変革しͱいく力ʥ 

 

断片化しͪテクόϫζーͺ貧弱͵教授法͹΍ͳͶ͵Ζ 

本来͵Δ優Ηͪ教授法を増幅すΖ΍͹ 

 

教員自身͗当事者意識を΍ͮͱ職業基準͹開発Ͷ参加すΖ⊕ 

教員͹専門性を高ΌΖ 

 

教育͗他分野Ͳ͹΢όϗーεョンͶ追いͯ͜͵い→政府、学会、教科書会社、教育産業
͹脆弱さ 

ʰ公共セクターͳ民間セクター͹対立ʱ→ʰ公共セクターͳ民間セクター͹連携ʱ 

 

評価 情報機器͹使用禁止、共同作業͹禁止 ？？ 

 

 

 

 

i ΠンχϪΠη・εュϧ΢ヒャー、ʤ編ʥOECD、ʤ企画・制作ʥϗϋッセコーポϪーεョ
ン、ʤ監訳ʥ鈴木寛・秋田喜代美ʲ教育͹ワーϩχクϧη 21世紀͹学校εηテムをͯく
Ζʳ明石書店 



ʬ参考文献ʭ  

ηーζー・Ϛη＋ζョン・ϧーϜーɼ池田匡史・吉田৿一郎ʤ訳ʥ̡ プϫζェέφ学習ͳͺ
－地域や世界Ͷͯ͵͗Ζ教室ʳ৿評論ɼ2021年 

PBLͳͺ何͖ 

ʬ概要ʭ 

 問題解決学習 

主Ͷ医学系ɼ看護系͹学習͹場Ͳ発展͢ͱͪ͘方法ɽ 

教師͗設定ͪ͢問題Ν生徒͗道筋Ν立ͱ͵͗Δ解決ͤΖɽ 

͞͞Ͳいう問題ͺ患者͹病態͵ʹΝ提示ͤΖ΍͹Ͳɼ生徒ͺ͞ΗΉͲ͹知識や参考書ɼ
文献Ν活用͢ͱ自Δ解決方法ʤ治療方法ʥΝ組Ί立ͱΖɽ 

TT制度Ν用いΖ͞ͳͲɼ不足ͤΖ知識͗͵いΓうɼ逸脱͢͵いΓうɼ調整ͤΖɽ 

プϫセη重視 

 

 プϫζェέφ学習 

主ͶΠϟϨカ͹初等教育Ͳ発展ɽ 

υュー΢͹進歩主義Ν΍ͳͶ͢ͱいΖɽ 

あΖ問題Ͷͯいͱ深͚観察Ν͢ɼ問題状況Ν整理͢ɼ特Ͷ注目ͪ͢い部分Ͷͯ
いͱ詳細Ͷ問題Ν設立ͤΖɽそ͢ͱɼそ͹問題解決方法͹仮説Ν立ͱΖɽ͞ ͞Ή
Ͳͺ基本的Ͷ個人Ͳ行うɽ次ͶήϩープͶ͵ͮͱ対話Ν͢ɼ仮説͹検討ΝͤΖɽ
͞͞Ͳ修正Ͳ͘Ζ部分ͺ修正͢ɼ仮説͹再構築Ν行うɽ͞ ͹仮説Ν実証ͤΖͪΌ
ͶήϩープͲ実験Ν行うɽ 

  

教師͗提示ͪ͢大枠Ͷ沿ͮͱ生徒͗自Δ͹問いΝ立ͱΖɽ͞͹大枠Ͳ求ΌΔΗΖ΍͹
ͺϛηνーやϪϛーφͶͳʹΉΔͥɼ作品͹͞ͳ΍あΖɽʤ実際Ͷ映画Ͳͺ劇ɼ作品Ν
制作ͤΖ͞ͳΝ教師͗提示͢ɼ生徒達自身ͲそΗΔ͹τーϜɼ年代Ν決Όͱいͪʥ͞ ͹ɼ
問いΝ自Δͪͱͦ͠Ζ͞ͳͶΓͮͱ自主性Νͺ͚͛ΞͫΕɼ自分͹好͘͵͞ͳや興味
͹あΖ͞ͳΝ意識Ͳ͘ɼ自己同一性ɼΠ΢υンτΡτΡΝ育成ͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽそ͢
ͱɼ͞ ͹自Δ立ͱͪ問いͶ対͢ͱ調査や実験Ν通͢ͱ研究Ν行うɽ͞ ͞Ͳɼ生徒ͺ自Δ
͹知識や技術Ν超えͪ͞ͳͶ挑戦ͤΖͪΌɼ教師ͺそΗΝサϛーφͤΖɽ 

最終課題重視 

 

ͯΉΕɼ教師͖Δ生徒΃͹一方向的͵授業ͳ生徒͗自由Ͷ学習ͤΖ自主学習͹中間的͵立
ͬ位置ͳいえΖɽ 

͞͞Ͳɼ育成͗期待͠ΗͱいΖ͹ͺɼ社会的意味͹あΖ課題Ν解決ͤΖ能力ͲあΖɽ 

 

  



ʬ参考文献ʭ  

ηーζー・Ϛη＋ζョン・ϧーϜーɼ池田匡史・吉田৿一郎ʤ訳ʥ̡ プϫζェέφ学習ͳͺ
－地域や世界Ͷͯ͵͗Ζ教室ʳ৿評論ɼ2021年 

 ʬPBLͳͤΖ基準ʭ 

 ᾉそ͹課題やɼ過程͗知的ͲあΕɼ生徒Ͷͳͮͱ挑戦Ν要ͤΖ成果͗期待Ͳ͘Ζ΍͹Ͳあ
Ζ͞ͳɽ 

 ᾊ͕ΉΉ͟ͳ͹Γう͵簡略化͠Ηͪ偽物Ν使う͹Ͳͺ͵͚ɼ社会Ͷ実際Ͷ存在ͤΖ本物
Ν扱ͮͱいΖ͞ͳɽ 

 ᾋ成果物ͺɼ発表会や製品化ͤΖ͞ͳͲ公ͶͤΖ͞ͳɽ 

 ᾌ個人Ͳ活動ͤΖ͹Ͳͺ͵͚ɼέϧηɼΉͪͺοーϞͲ協働ͤΖ͞ͳɽ 

 ᾍ準備͖Δ完成ΉͲ͗期日ΉͲͶ終了ͤΖΓう͵プϫζェέφϜネζϟンφΝ生徒自身
͗行う͞ͳɽ 

 ᾎやΕͮͼ͵͢ͶͤΖ͞ͳ͵͚ɼ反省ɼ評価Ν通͢ͱ振Ε返ΕΝͤΖ͞ͳɽ 

 

 

ʬ評価͹方法ʭ 

 ☆一番大切͵͹ͺ子ʹ΍͹成長 

  ・身Ͷ着͜ͱほ͢い内容ΝʹΗͫ͜習得Ͳ͖ͪ͘ɼプϫζェέφ成功͹ͪΌͶʹ͹Γう
͵ηキϩΝ身Ͷ着͖ͪ͜Ν評価ͤΖ 

・個人Ͳ͹成長や成果΍大切ͫ͗ɼοーϞͳ͢ͱʹΗͫ͜成長ͤΖ͞ͳ͗Ͳ͖ͪ͘΍評
価Ͷͯ͵͝Ζɽ 

  ・自分自身Ͳ自分͹成長や努力Ν評価ͪ͢Εɼ生徒同士Ͳ評価ͦͪ͠ΕͤΖɽ 

・プϫζェέφ全体͹評価Ν専門家Ͷ΍͢ͱ΍Δう 

 

ʬϛ΢ンφʭ 

PBL学習Ν円滑Ͷ進ΌΖͪΌͶͺ以下͹ 3ͯ͹ϛ΢ンφ͗あ͝ΔΗΖɽ 

 ◦プϫζェέφϜネζϟンφ͹ͪΌͶ全体像Ν提示ͤΖɽ 

 ◦生徒ͪͬͶ学ΞͲほ͢い͞ͳや趣旨͹理解Ν͢ͱ΍ΔうͪΌͶ到達目標Ν提示ͤΖɽ 

 ◦生徒͹やΖ気Ν損͵わ͵いͪΌやɼ保護者͹理解Ν得ΖͪΌͶ評価基準Ν提示ͤΖɽ 

  

 

ʬ問題点ʭ 

ϨーξーͳそΗ以外͹生徒Ͳ授業外活動͹量͹差͕͗͘ͱ͢Ήうɽʤ課外活動Ͳ΍ɼ総合
学習Ͳ΍͵ΞͲ΍そう͵ͮͱ͢Ήう͹ͺ仕方͹͵い部分ͲͺあΖɽʥ͞Ηͺ自主的͵生徒ͳ



ʬ参考文献ʭ  

ηーζー・Ϛη＋ζョン・ϧーϜーɼ池田匡史・吉田৿一郎ʤ訳ʥ̡ プϫζェέφ学習ͳͺ
－地域や世界Ͷͯ͵͗Ζ教室ʳ৿評論ɼ2021年 

プϫζェέφͶ対͢ͱ受動的͵生徒ͳ͹差ͳ΍いえΖɽ必然的Ͷ受動的͵生徒͹成長ͺ能
動的͵生徒Ͷ比΄ͱ落ͬͱ͢Ήうɽ 

Ήͪɼ日本Ͳ取Ε入ΗΖͳͤΖͳɼ 

 ・一方向的͵授業やカϨキュϧϞͶ͹ͮͳͮͪ授業͹ほう͗学習効率͗いいͳいう信念
やτηφɼ成績Ͷ対ͤΖ価値観 

 ・全員͗同ͣͫ͜͹学習͗Ͳ͘ΖΓうͶͳ共有͠Ηͪ制度 

 ・教室͗狭いɼ教員͹数͗少͵いɼ学校内Ͷ多様͵活動͗Ͳ͘Ζͫ͜͹設備͗͵い͵ʹ͹
物理的͵環境 

 ・百年以上続いͱͪ͘学校ͳいう場所Ͳ͹͕決ΉΕ͹活動習慣 

͵ʹ͵ʹɼ様々͵͞ͳ͗改革Ͷ対ͤΖ高いハーχϩͳ͵Ζɽ 

 

ʬ教員͹立場ʭ 

৿͢い教育活動Ν行͕うͳͤΖͳɼ教員͗ʹ͹ΓうͶ動͜ͻいい͹͖ɼ͵ ͖͵͖難͢い͗
基本的Ͷ持ͮͱ͕͖͵͜Ηͻ͵Δ͵い͹ͺɼh プϫζェέφͲͺあΖ͗ɼあ͚ΉͲ授業ʱͳ
いう意識ͫɽͯ ΉΕɼΉͥͺプϫζェέφͶͺ期限͗あΖ͞ͳΝ忘Ηͱͺ͵Δ͵いɽ͞ ΗΝ
念頭Ͷ生徒ͶプϫζェέφϜネζϟンφΝ行わͦΖ͟義務͗あΖɽΉͪɼプϫζェέφ͹内
容΍ɼ生徒ͪͬ͹独創性や技術Ν用いͱ利潤追求ͤΖ͞ͳɼ反対Ͷɼ生徒ͪͬ͹努力Νͤ΄
ͱ社会奉仕Ͷͦ͠͠͝͠Ζ͞ͳ͗あͮͱͺ͵Δ͵いɽΉͪɼい͚Δ生徒Ν導͖͵͜Ηͻ͵Δ
͵いͳいͮͱ΍教師͹価値観Ν押͢付͜ͱͺい͜͵いɽ学生ͳ͹距離感΍難͢いͳ͞ΘͲɼ
あΖ程度͹授業外活動ͺ必要ͲあΖ͗ɼ学生ͺͤ΄ͱΝプϫζェέφͶ費やͦΖわ͜Ͳͺ
͵いɽͤ΄ͱΝ強制ͤΖ͹΍ɼ完全Ͷ放任主義ͶͤΖ͹΍間違ͮͱいΖɽTT制度Ν用いͱ
業務Ν分担ͪ͢Εɼ様々͵視点Ͳ生徒͹多様͵学びͶ対応ͤΖ͹΍手͖΍͢Η͵いɽ 

                   

  

 



教員の働き方改革 

 

・教員の週あたり平均労働時間：62時間 56分 

→学校内：56時間 37分  自宅：6時間 19分 

正規の労働時間ʤ7時間 45分ʥ×５＝38時間 45分 

     ↳一㐌間当たࡾのᖹ均時間外労働時間：24時間 11分 

 

࣭ICTを業務࡟活用し࡚い࡝࠿ࡿう࠿ 

ձ 学校࣭家庭間の連絡ࡀ Webアンࣇࢺ࣮ࢣォ࣮ム等を活用し࡚いࡿ 

 既࡟実施 検討中 活用し࡚い࡞い 

都㐨府県 87.2％ 4.3％ 8.5％ 

政令指定都市 80％ 10％ 10％ 

市区町村 56.3％ 32％ 11.7％ 

 

ղ 勤務状況の把握 

 ࠒ方法ࠑ

࣭ICカ࣮ࢻ 

 ࢻイムカ࣮ࢱ࣭

࣭パソコンの使用時間等 

 

ճ 改革事例 

 ࠒ福岡県久留米市立篠山小学校ࠑ

課題：職員室࡜各教室㸦担任㸧࡜の情報共有のあࡾ方 

解決策：Google Workspace for Educationを活用し࡚ࠊGoogleࣕࢳッ࡛ࢺ児童の出

席連絡等の情報を共有すࡿこࡀ࡜可能ࡗ࡞࡟たࠋ 

                 ю 

担任ࡾࡼࡀ学⣭の児童࡜向ࡁ合う時間ࡀ増えたࠋ 

      Googleスࣞࣉッࢻシ࣮ࠊࢺGoogleカࣞン࣮ࢲの活用ࡶ推㐍！ 

                    ю 

   今：毎日の伝㐩事項 

   →教職員ࡀ持ࡘ端ᮎࠊ職員室内࡟あࣔࡿニ࡛࣮ࢱ共有㸦ࣜアࣝࢱイム㸧 

   例㸧特別教室の利用予約 

     手書ࡽ࠿ࡁ Googleカࣞン࡟࣮ࢲ移行したࠋ 

     э頻発し࡚いた予約漏ࢀやࣈࣝࣈࢲッキンࢢ等のࣝࣈࣛࢺ減少 

     研究協議 

     ⣬ベ࣮スࡽ࠿ Jamboard㸦ࣛࢡウࢻ上㸧࡛共有 

ʬ参考ʭ 

過労死ライン 

⇒80時間/月 



※Jamboard 

Googleࡀ開発したࠕ電子࣍ワイࢻ࣮࣎ࢺ機能を持ࣛࢡࡘウࢻア࣮ࢣࣜࣉション࡛ࠖ あࠊࡾ

パソコンやスマ࣭࣍ࣞࣈࢱッࢺ等のあࡽゆࡿ端ᮎ࡛の使用ࡀ可能ࡘ１ࠋのスࣛイࢻ上࡛複

数の人ࡀ書ࡁ込ࡴこࡀ࡜出来ࠋࡿ 

 

参考資料 

࣭2021ᖺ 学校現場の働ࡁ方改革࡟関すࡿ意識調査 日ᮏ教職員組合㸦JTU㸧 

https://www.jtu-net.or.jp/news/2021hatarakikatacyousa/ 

࣭令和３ᖺ度 教育委員会࠾࡟けࡿ学校の働ࡁ方改革のたࡵの取組状況調査 文部科学省 

https://www.mext.go.jp/content/20220304-mxt_zaimu-000019724_1.pdf 

࣭改訂版 全国の学校࠾࡟けࡿ働ࡁ方改革事例集㸦R4.2㸧 文部科学省 

https://www.mext.go.jp/content/20220221-mxt_kouhou01-000020595_1.pdf 

 

https://www.jtu-net.or.jp/news/2021hatarakikatacyousa/
https://www.mext.go.jp/content/20220304-mxt_zaimu-000019724_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220221-mxt_kouhou01-000020595_1.pdf


教科書 

―教科書ͳͺ― 

 “教科書ͺ正式Ͷͺʰ教科用図書ʱͳいいɼ小学校ɼ中学校ɼ高等学校ɼ特別支援学校͵
ʹ͹学校Ͳ教科Ν教えΖ中心的͵教材ͳしͱ使わΗΖ児童生徒用͹図書͹͞ͳͲͤɽ我͗
国Ͳͺ学校教育Ͷ͕けΖ教科書͹重要性Ν踏Ήえɼ原則ͳしͱ上記͹学校Ͳͺ文部科学大
臣͹検定Ͷ合格した教科書Ν使用し͵けΗͻ͵ΕΉͦΞɽ”ʤ文科省引用ʥ 

 

 〇教科書͹位置Ͱけ 

  ・教育課程の構成࡟応ࡌて組織排列さࢀた教科の主たࡿ教材ࠋ 

   →指導要領࡟則って作らࢀた教材ࠋ 

  ・教育の機会等を実質的࡟保障ࠊࡋ全国的࡞教育水準の維持向上を図ࡿ 

   →教科書使用を義務付けࠋ 

 

 〇教科書の内容の更新周期 

  ̒年͟ͳͶ大幅͵内容͹更新͗行わΗΖɽ 

 

 〇教科書͹無償給与Ͷͯいͱ 

  国・公・私立͹義務教育諸学校Ͷ在学しͱいΖ全児童生徒Ͷ対し全教科書Ν無償Ͳ給与ɽ 
  次世代Ν担う児童生徒͹国民的自覚Ν深Όɼ我͗国͹繁栄ͳ福祉Ͷ貢献しͱほしいͳ
いう国民全体͹願いΝ込Όͱ行わΗͱいΖ΍͹ͲあΕɼ同時Ͷ教育費͹保護者負担Ν軽
減ͤΖͳいう効果Ν持ͮͱいΖɽ 

 

 

 

 

 

 

 〇諸外国͹教科書制度 

  ドイツɼフϧンスɼアメϨカ→初等ɼ中等教育Ͷ͕いͱ無償ɽ 

  イギϨスɼノϩΤΥーɼ韓国→初等ɼ中等教育ʤ中学校段階ʥͶ͕いͱ無償ɽ 

   →国ͶΓͮͱ異͵Ζɽ 

 

 

―教科書͗使用͠ΗΖΉͲ― 

 教科書ͺɼΉͥ民間Ͳ著作・編集͠Ηʤ̏年目ʥɼ文部科学省Ͷ置͖Ηた専門家ͶΓΖ審
議会͗教科書ͳしͱ適切͖ʹう͖Ν審査しΉͤʤ̐年目ʥɽ 

国民͹願い 保護者負担 



合格した΍͹͹中͖Δɼ教育委員会や国立・私立学校͹校長͗使用ͤΖ教科書Ν選びΉͤ
ʤ̑年目ʥɽ翌年度ɼΓうやく実際Ͷ子供たちͶ使用͠ΗΖ͞ͳͳ͵ΕΉͤʤ̒年目ʥɽ 

 

̏年目      ̐年目      ̑年目      ̒年目 

 

 

 

 

 ◎検定 

 図書ͺɼ文部科学大臣͹検定Ν経ͱ初Όͱɼ学校Ͳ使用͠ΗΖʰ教科書ʱͳ͵Ζɽ発行者
͖Δ検定申告͠Ηた図書ͺɼ教科書調査官͹調査͹後ɼ教科書検定調査審議会Ͷ͕いͱ専門
的・学術的Ͷ審議͠ΗΖɽ 

 教科書検定͹精度ͺɼ教科書͹著作・編集Ν教科書会社͵ʹ͹民間Ͷ委͸ɼ著作者͹創意
工夫Ͷ期待ͤΖ͞ͳΝ目的ͳしͱいΖɽ 

 

 ◎採択 

 多く͹検定教書͹中͖Δɼʹ ͹教科書Ν使ͮͱ΍子ʹ΍たちͶ教えΖ͖Ν決ΌΖ͹͗h 採
択ʱͲあΖɽ 

 採択͹権限ͺɼ公立学校Ͷͯいͱͺ校長ͶあΕɼ教科書会社͵ʹ͖Δ送ΔΗた教科書見本
Ν慎重Ͷ調査・研究したうえͲɼ採択ͤΖɽ都道府県教育委員会ͺɼ研究結果Ν΍ͳͶした
選定資料Ν作成ͤΖ͞ͳͲɼ採択権者Ͷ指導・助言・援助Ν行うɽ 

  

 ◎発行・供給 

 教科書͗採択͠ΗΖͳɼ必要ͳ͵Ζ教科書͹見込Ί数͗文部科学大臣Ͷ報告͠ΗΖɽ 

文部科学省ͺ͞͹需要数͹集計しɼ発行者Ͷ教科書͹発行部数Ν指示ͤΖɽ 

 ͞͹指示Ν承諾した発行者ͺɼ教科書Ν発行しɼ全国͹各学校ͶΉͲ供給ͤΖ義務Ν負うɽ
発行者ͺ教科書供給業者ͳ教科書供給契約Ν結びɼ確実͵供給Ν実現ͤΖɽ 

編集 検定 選択・供給 使用 



STUDY ONE 
・京教の e-project に加入している学生研究団体 

 

 

 

   

 

 

→困りを抱える子供たちのための学習支援、居場所作り 

 

活動紹介 
・中学生対象の放課後学習教室 

活動場所：伏見いきいき市民活動センター 

活動時間：毎週金曜日 18 時～20 時（17 時半～21 時） 

・毎月一回研究会、施設の訪問 

 

  

親の 
経済的貧困 

子の学習機
会の喪失 

若者の経済
的貧困 

子の低学力 



実世界Ͷͯいͱ学ΞͲほしい͞ͳ͹盛Ε込Ί方 

 

今͹授業内容以外Ͳ学ΞͲほしい͞ͳɽ学び͖ͪͮͪ͞ͳɽ 

・税金͹仕組Ί：大学生Ͷ͵ͮͱバイφΝ始Ό 103万円͹壁͹存在Ν知ͮͪɽ 

年間 103万Ν超えΖͳ超えͪ金額Ͷ対しͱ所得税͖͖͗ΖɽΉͪ自身͹税金以外Ͷ΍扶養者ͯΉΕ親͹払う税金
͹金額͗高く͵ͮͱしΉうɽほ͖Ͷ΍学生Ͷ関係͹あΖ΍͹Ͳ言うͳ 130万͹壁͗あΖɽ年間͹所得͗ 130万Ν
超えΖͳ扶養Ν外ΗͱしΉい自分自身Ͳ社会保険Ͷ加入ͤΖ義務͗発生ͤΖɽ 

 

・性教育：日本Ͳͺ性教育Ͷͯいͱ学校Ͳ教えΖ͞ͳ͗νブー視͠ΗͱいΖɽ多様͵生͘方Ν認ΌΖ現代Ͷ͕い
ͱζェンξー教育や人権教育΍含ΉΗͱいΖ性教育ͺ必要͵͞ͳɽ 

リηクͫ͜Ν教えͱ生徒ͪͬͶ恐怖心Ν抱͖ͦΖ͹͗目的͵͹Ͳͺ͵くɼ正しい知識Ν得Ζ͞ͳͶΓͮͱ望Ή͵
い妊娠Ν減Δͤ͞ͳ͗Ͳͪ͘Εɼ性的同意やζェンξー平等Ͷͯいͱ΍正しい知識Ν得Ζ͞ͳͶΓͮͱ生徒ͪͬ
͹将来͹幸ͦͶͯ͵ͪ͝ΕͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽ 

 

 

ʹΞ͵風Ͷ学校͹中Ͳ教えΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζ͹͖ 

・普段͹学校ɼ授業͹中ͶͺʹうͤΗͻ取Ε入ΗΔΗΖ͖ɽ社会͹授業͹中Ͳ͹税金Ͷ関ͤΖ分野͹内容Ν΍う
少し深くΉͲ掘Ε下͝Ζɽ 

先生ͫ͗͜教えΖ͹Ͳͺ͵く総合学習͹時間Ͷ外部͖Δ専門͹知識Ν持ͮͪ人Ͷ授業Ν͕願いͤΖɽ税金͹͞ͳ
Ͷͯいͱͺ国税庁͗実施ͤΖʰ租税教室ʱͳいう΍͹͗あΖɽ性教育Ͷ関しͱͺ地元͹産婦人科͹先生や助産師
͠Ξ͗学校Ͷ行ͮͱ授業ΝͤΖɽ私΍中学時代Ͷ命͹授業Ν経験しͪɽ 

 

ͨΗͩΗ͹事柄Ͷ関しͱʹ͞ΉͲ学校Ͳ教えΖべ͘͵͹͖ͳいう͹͗現役͹先生ͪͬ͹中Ͷ΍存在しͱいΖɽ特
Ͷ性教育Ͷ関しͱͺʰͺʹΌ教育ʱͳ呼ͻΗ部分的Ͷし͖教えΖ͞ͳͲͥ͘非常Ͷυリケーφ͵問題ͳ͵ͮͱい
Ζɽし͖しɼ信頼しͱいΖ教師や大人͗真剣Ͷ生徒Ͷ教えΗͻ生徒ͪͬ΍冷や͖ͤ͞ͳ͵くɼし͖ͮΕͳ受͜止
ΌΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽͨういͮͪ取Ε組ΊΝͤΖ時間Ν作ΖͪΌͶͺɼΉͥͺ大人ͪͬ自身͗ʰ性教育ʱͳいう言
葉Ͷͯいͱ͹間違ͮͪ理解や偏見Ν͵くͤ͞ͳ͗必要͵͹Ͳͺ͵い͖ͳ考えΖɽ 

 

参考資料 

・租税教室͹͟案内  

https://www.nta.go.jp/about/organization/kantoshinetsu/education/kyoshitsu/index.htm 

 

・日本Ͳʰ性教育ʱ͗νブー視͠ΗΖ͹ͺ͵͖ͧ 

https://toyokeizai.net/articles/-/437328 

 

・関西τレビ 

https://www.ktv.jp/news/feature/20210406/ 

 

https://www.nta.go.jp/about/organization/kantoshinetsu/education/kyoshitsu/index.htm
https://toyokeizai.net/articles/-/437328
https://www.ktv.jp/news/feature/20210406/

